
　

二
〇
〇
八
年
に
始
ま
っ
た
Ｊ
Ａ

グ
リ
ー
ン
近
江
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
。

そ
の
柱
の
一
つ
が
、集
落
営
農
の
法

人
化
と
そ
の
後
の
経
営
安
定
化
・

拡
大
の
支
援
だ
。

　

ま
ず
は
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
中
心
と
な
り
、

滋
賀
県
の
普
及
指
導
員
や
市
町
の

担
当
者
と
チ
ー
ム
を
つ
く
る
。
集

落
で
の
話
し
合
い
と
課
題
解
決
に

よ
り
、こ
れ
ま
で
に
一
二
九
の
農
事

組
合
法
人
を
設
立
し
た
。

　

一
一
年
に
法
人
化
し
た
農
事
組

合
法
人
瓶か

め
わ
り割
の
郷
ひ
ら
ぎ（
東
近

江
市
）も
そ
の
一
つ
。
米
・
麦
・
大

豆
を
中
心
に
、キ
ャ
ベ
ツ
、カ
ボ
チ
ャ

な
ど
多
品
目
の
野
菜
を
生
産
す
る
。

成
熟
期
を
迎
え
た
同
法
人
が
一
七

年
に
着
手
し
た
の
が
、
女
性
組
織

の
結
成
と
ス
ト
ッ
ク
の
栽
培
だ
。

「
五
月
に
育
苗
が
終
わ
る
と
、翌
年

度
ま
で
ハ
ウ
ス
が
空
い
て
し
ま
う

か
ら
、
活
用
で
き
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
を
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
話

す
と
、
勧
め
て
く
れ
た
の
が
、
八
～

三
月
の
花
卉
栽
培
で
し
た
」

　

そ
う
話
す
の
は
、同
法
人
内
で
野

菜
生
産
を
担
当
す
る
女
性
グ
ル
ー

プ「
オ
リ
ー
ブ
」の
リ
ー
ダ
ー
・
村

井
さ
き
さ
ん（
68
）。グ
ル
ー
プ
に
は
、

二
七
人
の
女
性
が
属
し
、ス
ト
ッ
ク

瓶割の郷ひらぎは、理事5人、役員13人を中心に、毎月開催する理事会で経営方針を決定。
ストック栽培を始めたことで、若いメンバーが増えた

の
栽
培
を
一
手
に
担
う
。

　

こ
の
提
案
を
し
た
の
が
、Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
近
江
特
産
課
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
・

岩
穴
口
博
美
さ
ん
。
園
芸
品
目
導

入
を
担
当
し
、
法
人
経
営
の
多
角

化
に
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
。

「
当
法
人
は
グ
ル
ー
プ
の
結
束
が

強
く
、そ
れ
が
効
率
的
な
作
業
に
つ

な
が
り
、
農
産
物
の
品
質
向
上
に

貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
先
進
的
な

産
地
や
販
売
現
場
の
視
察
も
行
い
、

高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
栽
培
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
」

　

市
場
で
高
値
が
つ
い
た
だ
け
で

な
く
、
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
で
の
販
売

で
消
費
者
か
ら
の
高
い
評
価
を
直

接
耳
に
で
き
た
こ
と
が
、
メ
ン
バ
ー

の
意
欲
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
全
体
に
広
げ
る
思
い

　

一
方
で
、大
規
模
水
田
経
営
の
対

応
を
専
門
と
す
る
営
農
振
興
課
の

Ｔ
Ａ
Ｃ
・
稲
葉
菜
津
希
さ
ん
は
、地

下
水
位
制
御
シ
ス
テ
ム『F

O
E
A
S

』

（
※
）を
同
法
人
に
提
案
。

「
法
人
化
し
て
大
区
画
に
な
っ
た

圃
場
の
問
題
点
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す

る
と
、
全
農
滋
賀
県
本
部
が
提
案

す
る
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
の
条

件
に
合
致
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、タ

イ
ミ
ン
グ
よ
く
導
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
の
管
理
は

も
ち
ろ
ん
、収
量
ア
ッ
プ
や
販
売
先

の
確
保
ま
で
、長
い
目
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
」

　

法
人
化
は
あ
く
ま
で
も
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
。
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
に
は
、多
角
的
な
視
点
か
ら

の
、
経
営
改
善
策
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
点
で
、特
産
課
と
営
農
振
興
課
、

そ
れ
ぞ
れ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
専
門
性
を

高
め
つ
つ
、
連
携
し
て
よ
り
よ
い
提

案
と
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
仕
組
み
は

大
き
な
強
み
だ
。

　

Ｔ
Ａ
Ｃ
の
育
成
に
当
た
る
特
産

課
課
長
の
成
田
義
幸
さ
ん
は
、
今

後
の
展
望
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
法
人
化
や
新
事
業
の
展
開
に
は
、

不
安
が
つ
き
も
の
で
す
。
担
い
手
は

Ｊ
Ａ
職
員
に
た
い
し
て
、な
ん
で
も

話
せ
る
対
等
な
関
係
を
求
め
て
い

ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
蓄
積
し
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
Ｊ
Ａ
全
体
で
共
有
し
、農
家
・

地
域
住
民
と
共
に
農
業
を
盛
り
上

げ
る
こ
と
が
、〝
ほ
ん
も
の
〟の
Ｔ
Ａ

Ｃ
活
動
で
す
」

　

こ
の
一
〇
年
で
育
っ
た
Ｔ
Ａ
Ｃ

は
約
二
六
人
。
現
在
は
支
店
な
ど

で
活
躍
す
る
彼
ら
が
、
そ
の
思
い
を

確
実
に
つ
な
い
で
い
る
。
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同じ目標を見据え、
共に歩むＴＡＣ活動
今年度で11年めを迎えたTAC（地域農業の担い手に出向くJA担当者）の活動。

地域農業を持続可能なものにするために、
長期的な視点に立った担い手の支援が求められています。

この10年で培ってきたノウハウで、担い手のさらなるレベルアップ、
そしてJA全体での活動へと発展させようとしている

ＪＡグリーン近江の活動を紹介します。

── 滋賀県 JAグリーン近江 ──

※農研機構と㈱パディ研究所が共同開発したシステム。地下に埋設した暗渠管と補助孔、水位制御器を通じて圃場の地下水位をコントロールする。
　米・麦・大豆と野菜を組み合わせた水田輪作を行うさい、転換畑での湿害や干ばつを防ぐ効果がある

TACについての詳しい情報は、JA全農HPのTAC紹介ページまで
（https://www.zennoh.or.jp/tac/index.html）
JA全農ＴＡＣフェイスブックページ

（https://www.facebook.com/tac.team.for.agricultural.coordination/）

イラストはJA全農TAC推進
課と地上編集部によるコラ
ボキャラクター「TACマン」

瓶割の郷ひらぎでは、17年に米の乾燥機3

基と籾摺り機を導入し、玄米でJAに出荷する

体制を整えた。「効果的な設備投資の結果、

年々収益は拡大しています。課題はいかに利

益につなげていくかです」と話すのは、同法人

理事長の小澤清一郎さん（71）。TACと長期

の経営計画を共有することが、スピーディーな

提案と経営判断につながっている。

長期計画を共有し、

法人を次のステップへ

『日本農業新聞』やJAの広報誌への投稿、JAの
ウェブサイトに掲載する「TACブログ」の更新など、
これまでも外部にたいする積極的な情報発信を
行ってきたJAグリーン近江のTACだが、今年度か
らはTAC活動への職員理解を促進しようと、TAC
日報のJA内での公開を始めた。毎月の常勤役員と
のミーティングも行い、TACの得た情報やノウハウ
をJA全体の財産として活用する方向を模索する。
写真左から稲葉さん、成田課長、岩穴口さん

積極的な情報発信で職員のTAC理解度アップ

TAC
周
年10

その先の未来へ

滋賀県の南東部に位置し、自然環
境に配慮して生産され県の「環境こだわ

り農産物」の認証を受けた『みずかがみ』
や良食味品種『コシヒカリ』などのブランド米
のほか、酒米や近江牛の生産が盛ん。営
農振興課TAC8人、特産課TAC3人が
約600戸の担い手を訪問している。

TACパワーアップ大会2016で
「Top Runner JA」として

表彰された。

JAグリーン近江

担い手もＴＡＣも
次のステージへ！


